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	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、Ser/Thrタンパク質キナーゼファミリーのメンバーです。このタンパク質は、M期促進因子（MPF）と​​して知られる高度に保存されたタンパク質キナーゼ複合体の触媒サブユニットであり、真核生物の細胞周期におけるG1/S期およびG2/M期の移行に必須です。有糸分裂サイクリンはこのタンパク質と安定的に会合し、調節サブユニットとして機能します。このタンパク質のキナーゼ活性は、細胞周期を通じてサイクリンの蓄積と分解によって制御されます。このタンパク質のリン酸化と脱リン酸化も、細胞周期制御において重要な調節的役割を果たします。
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	赤: コントロール抗原 (100 ng); 紫: 抗原 (10 ng); 緑: 抗原 (50 ng); 青: 抗原 (100 ng);
	

	Hela（1）、Jurkat（2）、K562（3）、A431（4）、MCF-7（5）、RAW264.7（6）、NIN/3T3（7）、PC-12（8）、およびCos7（9）細胞溶解物に対するCDK1マウスmAbを用いたウエスタンブロット解析。

